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本論文は，[I] 現在の体育会系の多様性の理解，および [II] 体育会系就職を制約する社会的文脈の理解を通じて，
日本の大学新卒就職における体育会系神話成立の条件を解明することを目的とした．構成の中では遂行課題とし
て a) 体育会系神話がいつ / なぜ / どのように発生したのか（第 2 章，起源），b) 現在の体育会系就職はどのよ
うな実態にあるのか（第 3 章，現状 1），c) 当事者はどのような意識でいるのか（第 4 章，現状 2）が設定され，
そうした体育会系神話の成立と変容の社会的要因について，雇用慣行と高等教育，企業スポーツの社会史に照ら
して議論する（第 5 章，総合論議），という方針が示された．
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